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＜白金標準、欧州リスクを受けた売り込みも終わるか・・＞ 

 

（出所：オアシス） 

8月のジャクソンホールにおいてケビン・ウォーシュFRB議長がタカ派の発言を行った後は、

利上げ観測が高まりを見せ、白金標準先物は 9653円をピークに抑えられた値動きを続けて

いる。特に原油高に伴うインフレ懸念から FRB と ECB は利上げ観測を高める動きを見せる

も、欧州ではフランスの財政赤字やディーゼルに欠かせない軽油の価格上昇の悪影響など

が欧州経済の悪材料となり、ユーロが 9 月に入ると下落している。特に白金価格は、欧州

市場の自動車触媒需要が 30％を占めており、欧州経済の悪材料は白金価格を押し下げる動

きに結びついている。過去にも 2012年ギリシャの財政懸念を受けた南欧リスクで、白金価

格は下落する動きを見せている。しかし当時のドラギ ECB 総裁がユーロ防衛で「やれるこ

とは何でもやる」との一言からリスク緩和の動きに貴金属価格は巻き戻しを見せ、白金標

準先物も底入れから巻き戻しを見せている。今回も ECB や FRB の金融政策の違いやフラン

ス問題からユーロ安に追随した値動きを続けるも、2012 年同様に ECB は動きを見せてくる

可能性が高く、リスクの巻き戻しから白金標準先物もユーロ安で売られだした 9318円に向

けて戻りを強めて来ると思われる。 

＜テクニカル＞ 

白金標準先物の日足を MACD と RCI で見た場合は、MACD では MACD が下げ止まり、シグナル

は下げている。RCIでは短期が切り上げ、長期は維持している。また指数平滑移動平均線の

レンジが縮小しており、日足が 8962円に向けた戻りが強まると思える。 
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